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三河港湾事務所だより

日頃より、当事務所が行っております港湾事業に対し御理解と御協力を賜り、あり
がとうございます。

いつもより少し早く満開を迎えた桜とともに、新年度が始まりました。当事務所で
は、職員の約半数が人事異動によって替わりました。新しい体制で、引き続き三河
港・衣浦港の整備や防災・減災対策を着実に進めてまいります。

特に今年度は、整備を進めてきました三河港神野地区の新たな耐震強化岸壁が完成
いたします。これにより、地域の経済を支える神野地区の利便性がますます向上する
とともに、万一の災害発生時には緊急物資を受け入れる拠点として機能し、地域の皆
様に安心をお届けすることが出来るようになります。

また、衣浦港におきましては、老朽化している中央ふ頭西地区の改良、高潮防波堤
の機能強化を引き続き実施いたします。

今後とも、皆様のお役に立てる港づくりに取り組んでまいります。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。
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2月23日（金）に、豊橋カリオンビルにて、第17回伊勢湾再生海域検討会三河湾
部会を開催しました。この部会は、「伊勢湾再生海域検討会」の専門部会として平成
21年度に設立され、伊勢湾再生海域推進プログラムに位置付けられた「多様な生物
がいきづくうみの保全」に向け、三河湾の環境改善対策について検討してきました。

これまでの三河湾部会での検討を受け、昨年度は三河港の岸壁工事で発生した海底
の良質な土砂（しゅんせつ土砂）を活用し、試験的に港内で浅場造成を行いました。

今回の部会では、これまでの部会の取り組み状況や、試験的に造成を行った浅場の
モニタリング計画などについて、活発な議論をしていただきました。

今後は造成した浅場のモニタリング調査を行い、効果を検証していく予定です。

引き続き各機関と連携を図りながら、三河湾の環境改善に向け、取り組みを進めて
いきます。
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※一部の地域を除きます。

3月9日（金）にクルーズ客船「ぱしふぃっくびいなす」が三河港蒲郡地区に
寄港しました。ぱしふぃっくびいなすは、2016年10月、2017年8月に蒲郡地
区へ寄港しており、今回で３回目の寄港となりました。

今回は、「春の三河 蒲郡クルーズ」ということで、オプショナルツアーには、
渥美半島で行われていた「菜の花まつり」への観光など、春らしいツアーも組ま
れていました。岸壁では、蒲郡の特産であるメヒカリの唐揚げの振る舞い、VR
を使用したバーチャル手筒花火体験など、特色のある歓迎イベントが行われまし
た。お見送りでは和太鼓の演奏、本物の手筒花火の放揚が行われ、「ぱしふぃっ
くびいなす」は帰着地の横浜に向け、出港していきました。

今後、クルーズ船の三河港への寄港が増えていくことが期待されており、
2019年3月27日（水）には、クルーズ客船「ダイヤモンド・プリンセス」の蒲
郡地区への寄港が決まっています。「ダイヤモンド・プリンセス」は全長290
メートル、115,875トンの英国船籍のクルーズ船で、三河港への初めての寄港
となります。

蒲郡地区に寄港した
ぱしふぃっくびいなす

（蒲郡市提供）

ダイヤモンド・プリンセス
（運航会社HPより）

2月13日（火）、碧南商工会議所において、衣浦港整備促進期成同盟会・衣浦
港振興会など、衣浦港を取り巻く関係市町・経済界で構成する各団体の共催によ
る、衣浦港重要港湾指定60周年記念事業「衣浦港講演会」が開催されました。

この講演会は、地域経済の振興にとって重要な“衣浦港”の更なる発展を目指
すため、衣浦港が抱える課題とその対策の方向性を考えることを目的に開催さ
れ、地元行政・企業関係者約190名が参加しました。

始めに、東京海洋大学 青山千春准教授よりご講演頂き、衣浦港に近い渥美半島
沖には新たな資源であるメタンハイドレートが大量に存在するため、開発・研究
を進めていくと良いのでは、とのご提案がありました。続いて、中部地方整備局
田中港湾空港部長より、『港湾の中長期政策「PORT2030」 中間取りまとめ』
と題し、衣浦港の更なる発展のためには、地域の生産性向上を図るべく、ふ頭再
編など様々な検討が必要であるといった内容で講演を行いました。

（記事・写真：碧南市役所提供）

講演会の様子

手筒花火の放揚
（蒲郡市提供）

船名 ぱしふぃっくびいなす ダイヤモンド・プリンセス

総トン数 26,594トン 115,875トン

全長 183.4m 290.00m

全幅 25.0m 37.50m

喫水 6.5m 8.55m

速力 18ノット 22ノット

乗客定員 620名 2,706名

（数値：各運航会社HPより）
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